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エーオンヒューイットジャパン、優れたリーダーを輩出する企業 
（Top Companies for Leaders）2011年度調査への参加企業を募集開始 

世界中の会社を対象にしたリーダーシップ育成・開発のベスト 
プラクティスに関する調査に日本企業の参加を呼びかけ、参加無料 

 
 
組織人事コンサルティングおよびアウトソーシングの分野におけるグローバルリーディング

カンパニーであるエーオンヒューイットの日本法人としてグローバル人材育成、グローバル

人事コンサルティング等のサービスを展開するエーオンヒューイットジャパン株式会社（本社：

東京都千代田区、代表取締役社長：堀江徹、以下、エーオンヒューイットジャパン）は、優れたリー

ダーを輩出する企業（Top Companies for Leaders、以下 TCFL）2011 の調査開始に伴い、同調査に

参加する日本企業の募集を本日から開始します。 
 
グローバル規模で実施するリーダーシップ関連の調査としては最も大規模で包括的なものの一つであ

る TCFL は、エーオンヒューイットが、FORTUNE誌および米 RBL Group（リーダーシップの調査・

分析・コンサルティングの専門会社）と共同で実施するもので、今回の調査は 2011 年 11 月に Fortune
誌上において結果（ランキング）を発表する予定です。アジア・パシフィック、ヨーロッパ、ノース・

アメリカ、ラテン・アメリカの 4 地域別、および総合ランキングを発表します。TCFL への参加費は

無料で、調査期間終了後には調査結果をまとめた詳しいレポートを無料で提供します。4 月 15 日の調

査締め切りまでの間に、日本国内で 20 社、グローバルで 700 社の参加を見込んでいます。 
 
TCFL の主な目的は、世界中の会社を対象にリーダーシップ育成・開発のベストプラクティスを洗い

出し、育成・開発への企業の関わり方や、企業業績との相関関係を明らかにすることです。調査には、

リーダーシップ戦略、リーダーシップアセスメント・選抜、後継者育成マネジメント、リーダー育成・

開発、リーダーシップのダイバーシティ、リーダーシップと CSR、社会での評判（リーダーシップ育

成の観点から）などの項目が含まれます。 
 
TCFL について、エーオンヒューイットジャパンの代表取締役社長の堀江徹は、次のように述べてい

ます。「東北地方太平洋沖地震の件では、私のところにも、社内外問わず、世界中から安否を伺い、

救助の手を差し伸べる連絡を頂いており、世界中が日本を注目しています。政府の官僚、企業の経営

者が、今こそ先頭に立って指揮を執り、一日も早く社会・経済の復興につながるよう祈っています。

TCFL が、間接的にでも、有事のときに発揮できるリーダーシップ開発に活かされればと願っていま

す。」 
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TCFL の参加・審査プロセス: 
 
1. 質問票への回答（一次審査）3 月 18 日～4 月 15 日 

参加申込み企業は質問票（日本語）に回答します。回答はオンラインでも可能です。 
 
2. 追加データ収集（二次審査 = インタビュー）3 月 18 日～6 月 30 日頃 

集められた回答は特定の基準によりスクリーニングを行います。このスクリーニングを通過した

企業に対してはインタビューを実施し、定性的な情報を収集します。 
 
3. TCFL の選出（最終審査）11 月 30 日発表（Fortune誌上にて） 

ビジネスジャーナリスト、人事プロフェッショナル、大学教授などで構成される第三者の審査員

が、地域別・グローバル総合の『優れたリーダーを輩出する企業』を選出します。 
 
 
<TCFLサービスに関する詳細> 
Webサイト:  
http://www.aon.com/japan/product_services/by_specialty/human_capital_consulting/survey/tcfl_2011.j
sp 
 
参加申し込みおよびお問い合わせ先: 
エーオンヒューイットジャパン コンサルタント 呉 藝（ウー イー） 
TEL: 03--4580-2373  e-mail: yi.wu@aonhewitt.com 
 
【エーオンヒューイットジャパンについて】 
組織人事コンサルティングおよびアウトソーシングサービスの分野におけるグローバルリーディング

カンパニーのエーオンヒューイットは、クライアント企業のパートナーとして、福利厚生や人材管理

に関連して組織が直面する、複雑な財務上の課題解決と業績向上をお手伝いします。エーオンヒュー

イットが提供するサービスは、人事管理、退職金・年金、投資管理、保険・福利厚生、報酬等、人材

管理に関わる幅広い領域をカバーしており、クライアント企業に最適な提案、設計、導入、運用等を

行います。エーオンヒューイットの組織は世界90カ国/地域に展開し、29,000名のプロフェッショナル

を抱えています。エーオンヒューイットのサービスはクライアント企業とその従業員に対してより働

きやすい職場と環境の提供を実現するものです。エーオンヒューイットジャパンは、旧エーオンコン

サルティングジャパンと旧ヒューイット・アソシエイツの事業統合により2010年10月に日本で営業を

開始しました。 
 
<エーオンヒューイットジャパンに関する詳細> 
Webサイト  http://www.aon.com/japan 
Twitter アカウント   @AonHewittJP 
 
＜報道関係者お問い合わせ先＞ 
エーオンヒューイットジャパン広報代理 
有限会社シン 石川 
TEL: 03-5315-7534 / 090-5308-8849 
FAX: 03-5315-7535 
press@777.nifty.jp 
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